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【ノミのジャンプ】
みなさんは「ノミの実験」の話を知ってますか。

心理学では有名な話です。ノミは通常２メートルの
高さまでジャンプするそうです。
そのノミに高さ５０センチの箱をかぶせるとどう

なると思いますか。ノミは繰り返し跳ぶたびに、箱
の天井にぶつかって痛い目にあいます。そして、ノ
ミはやがて自分の限界は５０センチだと思い、５０
センチしか跳べなくなるそうです。
そうすると、箱がなくなっても、もう５０センチ

より高くジャンプしないようになります。ノミは自
分で限界を作ってしまうのです。
私たち人間も似ていませんか？私たち一人ひとりには、本来は素晴ら

しい能力があります。しかし、自分の周囲の人から「ひやかし」や「か
らかい」、「否定的な意見」を言われると、「自分一人目立つのはいやだ
からやめとこう」「頑張るのはかっこ悪い」「自分には無理だ」と、自分
に箱をかぶせてしまい、高く跳べなくなってしまいます。
また中には、何もトライしないのに「どうせ駄目に決まっている」「ど

うせ失敗する」と、しり込みしてしまう人も多くいます。ノミの限界と
似ています。力が十分にあるのにもったいないことです。
ところで、５０センチしかジャンプ出来なくなったノミを、もと通り

２メートル跳べるようにするには、どうすればいいのでしょうか？
答えは、「２メートルジャンプをする別の本来のノミの姿を見せる」

ことです。するとノミは自分の本当の力を思い出すそうです。私たちも、
お互いに「ベストを尽くしている姿を見せ合う」、そして、「自分の夢に
向かって突き進んでいる友に出会う」ことで、自分におおいかぶさって
いる箱をとりはらうことができるのかもしれません。
北中生が足を引っ張り合うことなく、一生懸命ベストを尽くし、お互

いにその姿をたたえ合い、励まし合うことが大切です。
まさに学校教育目標「生徒一人ひとりが主役となり、何事にも全力で

取り組む学校」です。お互い切磋琢磨し、自分自身がまだ気づいていな
い、すごい力を発揮できる学校になればいいなあと思います。

仲間を助ける
仲間が道を踏み外していたら
全力でしかりましょう
遠慮なんかいるもんですか
余計なお世話だと思われてもかまいません
その勇気が、一生の友を与えてくれるのです

引用：「覚悟の磨き方」池田貴将

【スマホのトラブル】
最近、大人の見えないところで生

徒がスマートフォンに関するトラブ
ルを起こしたり、巻き込まれる事案
が増えています。ゲームや、ＳＮＳ
の利用等、生徒自身が情報活用に関
して、正しく判断・行動することが
課題となっており、いじめにもつな
がります。教員一同、危機感を持っ
て指導していますが、学校だけでは
なく、ご家庭においても、情報モラ
ルについて正しいお子様に知識を伝
え、家庭で子どもとともにスマートフォンの利用方法について考える機
会を持つ等、ご協力をお願いします。また、気になることがあればすぐ
に学校までご相談、連絡いただきますようお願いいたします。

【家庭でのルール例】
①スマートフォン等（タブレット、オンラインゲーム含む）の利用方法
を、親子で話し合い、家庭での約束を決める。

②スマートフォン等の管理者は保護者であることを、子どもに明確に伝
える。

③子どもに渡しているスマートフォン等の利用状況を、随時確認する。
④子どもの生活時間や日常生活での変化に注意する。

【犯罪行為にあたる投稿事例】
・「〇〇の建物を爆破する」とネット掲示板に書き込んだ。

→威力業務妨害（懲役３年以下罰金50万円以下）

・LINEで「おまえを殺す」等、嫌がらせを書き込んだ。
→脅迫罪（懲役２年以下罰金30万円以下）

・「○年○組の△△はカンニングした」とTwitterでつぶやき、実際の学
校名、クラス、名前を書いた。
→名誉毀損罪（懲役３年以下罰金50万円以下）

・LINEで「○○きしょい」等を、学校のクラス内で使っているグループ
チャットに何度も書き込んだ。
→侮辱罪（拘留30日未満または科料1万円未満）

・人のホームページを勝手に書き換え、LINEでＩＤやパスワードを聞き
出した。
→不正アクセス禁止法違反（懲役３年以下罰金100万円以下）

〈参考〉竹内和雄著 「スマホやネットが苦手でも指導で迷わない！スマホ時代
に対応する生徒指導・教育相談」


